
  

第 14 回定時総会議案書 

 

 

日 時   令和 8 年 5 月 28 日（木） 
         午後 2 時 30 分 
 
   会 場   平戸文化センター中ホール 
 

 

 

 

 

公益社団法人 平 戸 法 人 会 
平戸市木引田町 433 番地 

         〒859-5113 ℡0950-23-3937 

 



  

第 14 回定時総会次第 
 

１，開会の辞 

２，会長挨拶 

３，表彰 

４，来賓紹介 

  来賓祝辞 

５，議長選出 

６ ，定足数の確認 

７，議事録署名人選出   

８，議  事 

第１号議案 令和 7 年度決算報告承認の件 

      〔監査報告〕 

    

９，報告事項   Ⅰ 理事会承認事項 

          ⅰ 令和 7 年度事業報告 

          ⅱ 令和 8 年度事業計画  

          ⅲ 令和 8 年度収支予算 

10，閉会の辞  

 

 
記念講演会  15：30～ 

 

懇 親 会  17：00～ 

 
 



  

 
 
 

議案事項 
   

第１号議案 令和 7 年度決算報告承認の件 

      〔監査報告〕 

   

   

 

 

 

報告事項    

 

  Ⅰ 理事会承認事項 

    ⅰ 令和 7 年度事業報告 

    ⅱ 令和 8 年度事業計画 

    ⅲ 令和 8 年度収支予算 



増　減

現金預金 4,926,345 5,124,980 △ 198,635

未収会費 108,000 120,000 △ 12,000

前払金 96,110 0 96,110

5,130,455 5,244,980 △ 114,525

3,000,000 3,000,000 0

3,000,000 3,000,000 0

2,000,000 2,000,000 0

652,476 652,476 0

2,652,476 2,652,476 0

8,195 16,384 △ 8,189

8,195 16,384 △ 8,189

5,660,671 5,668,860 △ 8,189

10,791,126 10,913,840 △ 122,714

24,000 0 24,000

14,700 1,380 13,320

90,000 90,000 0

128,700 91,380 37,320

0 0 0

128,700 91,380 37,320

10,662,426 10,822,460 △ 160,034

（ 3,000,000 ） （ 3,000,000 ） （ 0 ）

（ 2,652,476 ） （ 2,652,476 ） （ 0 ）

10,662,426 10,822,460 △ 160,034

10,791,126 10,913,840 △ 122,714

流動資産合計

貸　借　対　照　表

令和8年3月31日現在

公益社団法人平戸法人会 （単位：円）

科　　　　　目 当年度 前年度

Ⅰ 資産の部

1.　流動資産

その他固定資産合計

2.　固定資産

(1)　基本財産

定期預金

基本財産合計

(3)　その他固定資産

什器備品

(2)　特定資産

社会貢献活動引当資産

特定資産合計

支部活動引当資産

負債合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

1.　流動負債

流動負債合計

2.　固定負債

固定負債合計

未払法人税等

預り金

前受金

負債及び正味財産合計

Ⅲ　正味財産の部

一般正味財産合計

　（うち基本財産への充当額）

　（うち特定資産への充当額）

正味財産合計



（単位：円）

合計

0 0 4,926,345 0 4,926,345

0 0 108,000 0 108,000

96,110 0 0 0 96,110

0 0 45,431,851 △ 45,431,851 0

96,110 0 50,466,196 △ 45,431,851 5,130,455

3,000,000 0 0 0 3,000,000

2,000,000 0 0 0 2,000,000

652,476 0 0 0 652,476

2,652,476 0 0 0 2,652,476

0 0 8,195 0 8,195

0 0 8,195 0 8,195

5,652,476 0 8,195 0 5,660,671

5,748,586 0 50,474,391 △ 45,431,851 10,791,126

0 0 24,000 0 24,000

0 0 14,700 0 14,700

0 90,000 0 0 90,000

25,400,871 20,030,980 0 △ 45,431,851 0

25,400,871 20,120,980 38,700 △ 45,431,851 128,700

25,400,871 20,120,980 38,700 △ 45,431,851 128,700

0 0 0 0 0

△ 19,652,285 △ 20,120,980 50,435,691 0 10,662,426

△ 19,652,285 △ 20,120,980 50,435,691 0 10,662,426

5,748,586 0 50,474,391 △ 45,431,851 10,791,126

正味財産合計

負債及び正味財産合計

負債合計

2　一般正味財産

1　指定正味財産

Ⅲ　正味財産の部

貸借対照表内訳表

令和8年3月31日現在

公益社団法人 平戸法人会

科　　　　　　　　　　目
公益目的
事業会計

収益事業
等会計

法人会計
内部取
引消去

2　固定負債

1　流動負債

Ⅰ　資産の部

1　流動資産

Ⅱ　負債の部

支部活動引当資産

現金預金

未収会費

他会計勘定

流動資産合計

2　固定資産

社会貢献活動引当資産

流動負債合計

特定資産合計

什器備品

未払法人税等

(3)　その他固定資産

(2)　特定資産

(1)　基本財産

前払金

他会計勘定

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

預り金

前受金



当年度 前年度 差　異

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

特定資産運用益 8,507 27 8,480

特定資産受取利息 8,507 27 8,480

受取会費 4,392,000 4,416,000 △ 24,000

正会員受取会費 4,332,000 4,374,000 △ 42,000

賛助会員受取会費 60,000 42,000 18,000

事業収益 660,000 660,000 0

事務受託事業収益 660,000 660,000 0

受取補助金等 5,430,700 5,372,500 58,200

受取全法連助成金 4,730,700 4,672,500 58,200

受取県連補助金 700,000 700,000 0

受取負担金 69,000 75,000 △ 6,000

青年・女性部会受取負担金 69,000 75,000 △ 6,000

雑収益 626,340 798,157 △ 171,817

受取利息 11,940 2,022 9,918

雑収益 614,400 796,135 △ 181,735

経常収益計 11,186,547 11,321,684 △ 135,137

（２）経常費用

事業費 9,631,108 9,577,935 53,173

役員報酬 2,742,000 2,733,000 9,000

臨時雇賃金 103,207 133,392 △ 30,185

福利厚生費 453,560 480,065 △ 26,505

事務委託費 193,768 193,132 636

会議費 891,344 890,721 623

旅費交通費 1,582,792 1,486,612 96,180

通信運搬費 601,752 603,922 △ 2,170

減価償却費 7,485 51,156 △ 43,671

消耗品費 574,282 427,356 146,926

修繕費 36,195 0 36,195

印刷製本費 274,750 265,500 9,250

賃借料 603,240 601,260 1,980

諸謝金 200,000 308,168 △ 108,168

支払負担金 167,000 135,000 32,000

支払寄付金 10,000 10,000 0

委託費 133,000 33,000 100,000

会場費 71,555 156,370 △ 84,815

表彰費 30,000 31,000 △ 1,000

リース料 586,342 615,898 △ 29,556

支払手数料 301,543 286,837 14,706

新聞図書費 33,848 38,578 △ 4,730

雑費 33,445 96,968 △ 63,523

正味財産増減計算書

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

公益社団法人平戸法人会 （単位：円）

科　　　　　目



当年度 前年度 差　異

正味財産増減計算書

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

公益社団法人平戸法人会 （単位：円）

科　　　　　目

管理費 1,625,173 1,637,333 △ 12,160

役員報酬 258,000 267,000 △ 9,000

臨時雇賃金 25,793 26,008 △ 215

福利厚生費 42,676 46,899 △ 4,223

事務委託費 18,232 18,868 △ 636

会議費 92,571 54,806 37,765

旅費交通費 119,481 125,296 △ 5,815

通信運搬費 98,669 86,190 12,479

減価償却費 704 4,997 △ 4,293

消耗品費 43,258 19,289 23,969

修繕費 3,405 0 3,405

印刷製本費 9,000 8,550 450

賃借料 56,760 58,740 △ 1,980

租税公課 0 300 △ 300

支払負担金 110,000 126,000 △ 16,000

委託費 308,000 308,000 0

会場費 28,595 36,170 △ 7,575

渉外慶弔費 165,450 143,355 22,095

リース料 55,169 60,170 △ 5,001

支払手数料 89,366 123,095 △ 33,729

新聞図書費 3,184 3,768 △ 584

雑費 96,860 119,832 △ 22,972

経常費用計 11,256,281 11,215,268 41,013

△ 69,734 106,416 △ 176,150

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

△ 69,734 106,416 △ 176,150

法人税、住民税及び事業税 90,300 90,300 0

当期一般正味財産増減額 △ 160,034 16,116 △ 176,150

一般正味財産期首残高 10,822,460 10,806,344 16,116

一般正味財産期末残高 10,662,426 10,822,460 △ 160,034

Ⅲ　正味財産期末残高 10,662,426 10,822,460 △ 160,034

税引前当期一般正味財産増減額

当期経常増減額



（単位：円）

税関連３事業 地域企業発展 地域社会貢献 共通 小計 収益事業 共益事業 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

特定資産運用益 0 0 0 8,507 8,507 0 0 0 0 0 0 8,507

特定資産受取利息 8,507 8,507 0 8,507

受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4,392,000 0 4,392,000

正会員受取会費 0 0 4,332,000 4,332,000

賛助会員受取会費 0 0 60,000 60,000

事業収益 0 0 0 0 0 660,000 0 0 660,000 0 0 660,000

事務受託事業収益 0 660,000 660,000 660,000

受取補助金等 0 0 0 5,080,700 5,080,700 0 0 0 0 350,000 0 5,430,700

受取全法連助成金 4,380,700 4,380,700 0 350,000 4,730,700

受取県連補助金 700,000 700,000 0 700,000

受取負担金 0 0 0 0 0 0 69,000 0 69,000 0 0 69,000

青年・女性部会受取負担金 0 69,000 69,000 0 69,000

雑収益 0 0 0 0 0 0 179,400 0 179,400 446,940 0 626,340

受取利息 0 0 11,940 11,940

雑収益 0 179,400 179,400 435,000 614,400

経常収益計 0 0 0 5,089,207 5,089,207 660,000 248,400 0 908,400 5,188,940 0 11,186,547

（２）経常費用

事業費 5,329,058 127,757 1,409,518 0 6,866,333 911,736 1,853,039 0 2,764,775 0 0 9,631,108

役員報酬 1,566,000 66,000 333,000 1,965,000 471,000 306,000 777,000 2,742,000

臨時雇賃金 96,858 356 1,798 99,012 2,543 1,652 4,195 103,207

福利厚生費 259,036 10,917 55,082 325,035 77,909 50,616 128,525 453,560

事務委託費 110,664 4,664 23,532 138,860 33,284 21,624 54,908 193,768

会議費 0 0 0 0 0 891,344 891,344 891,344

旅費交通費 1,057,052 2,983 464,097 1,524,132 21,289 37,371 58,660 1,582,792

通信運搬費 460,209 5,822 67,178 533,209 41,549 26,994 68,543 601,752

減価償却費 4,277 180 908 5,365 1,285 835 2,120 7,485

消耗品費 328,163 3,599 130,577 462,339 25,684 86,259 111,943 574,282

修繕費 20,673 871 4,395 25,939 6,217 4,039 10,256 36,195

印刷製本費 263,750 0 11,000 274,750 0 0 0 274,750

賃借料 344,520 14,520 73,260 432,300 103,620 67,320 170,940 603,240

諸謝金 100,000 0 100,000 200,000 0 0 0 200,000

支払負担金 59,000 0 0 59,000 0 108,000 108,000 167,000

支払寄付金 0 0 10,000 10,000 0 0 0 10,000

委託費 133,000 0 0 133,000 0 0 0 133,000

会場費 37,120 0 26,515 63,635 0 7,920 7,920 71,555

表彰費 30,000 0 0 30,000 0 0 0 30,000

リース料 334,871 14,113 71,207 420,191 100,717 65,434 166,151 586,342

支払手数料 92,112 2,698 14,644 109,454 19,255 172,834 192,089 301,543

新聞図書費 19,333 814 4,110 24,257 5,814 3,777 9,591 33,848

雑費 12,420 220 18,215 30,855 1,570 1,020 2,590 33,445

正味財産増減計算書内訳表
令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

公益社団法人平戸法人会

科     目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 内部取引控除 合計



（単位：円）

税関連３事業 地域企業発展 地域社会貢献 共通 小計 収益事業 共益事業 共通 小計

正味財産増減計算書内訳表
令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

公益社団法人平戸法人会

科     目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 内部取引控除 合計

管理費 1,625,173 0 1,625,173

役員報酬 258,000 258,000

臨時雇賃金 25,793 25,793

福利厚生費 42,676 42,676

事務委託費 18,232 18,232

会議費 92,571 92,571

旅費交通費 119,481 119,481

通信運搬費 98,669 98,669

減価償却費 704 704

消耗品費 43,258 43,258

修繕費 3,405 3,405

印刷製本費 9,000 9,000

賃借料 56,760 56,760

支払負担金 110,000 110,000

委託費 308,000 308,000

会場費 28,595 28,595

渉外慶弔費 165,450 165,450

リース料 55,169 55,169

支払手数料 89,366 89,366

新聞図書費 3,184 3,184

雑費 96,860 96,860

経常費用計 5,329,058 127,757 1,409,518 0 6,866,333 911,736 1,853,039 0 2,764,775 1,625,173 0 11,256,281

当期経常増減額 △ 5,329,058 △ 127,757 △ 1,409,518 5,089,207 △ 1,777,126 △ 251,736 △ 1,604,639 0 △ 1,856,375 3,563,767 0 △ 69,734

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 0 0 0

△ 5,329,058 △ 127,757 △ 1,409,518 5,089,207 △ 1,777,126 △ 251,736 △ 1,604,639 0 △ 1,856,375 3,563,767 0 △ 69,734

法人税、住民税及び事業税 0 90,300 90,300 90,300

当期一般正味財産増減額 △ 5,329,058 △ 127,757 △ 1,409,518 5,089,207 △ 1,777,126 △ 342,036 △ 1,604,639 0 △ 1,946,675 3,563,767 0 △ 160,034

一般正味財産期首残高 △ 17,875,159 △ 17,875,159 △ 18,174,305 △ 18,174,305 46,871,924 10,822,460

一般正味財産期末残高 △ 5,329,058 △ 127,757 △ 1,409,518 △ 12,785,952 △ 19,652,285 △ 342,036 △ 1,604,639 △ 18,174,305 △ 20,120,980 50,435,691 0 10,662,426

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 5,329,058 △ 127,757 △ 1,409,518 △ 12,785,952 △ 19,652,285 △ 342,036 △ 1,604,639 △ 18,174,305 △ 20,120,980 50,435,691 0 10,662,426

税引前当期一般正味財産増減額



１．継続組織の前提に関する注記

該当なし。

２．重要な会計方針

(1) 固定資産の減価償却の方法

固定資産の減価償却方法は、定率法で行っている。

(2) 引当金の計上基準

・退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当期末において発生していると認められる額を、期末自己都合要支

給額に基づいて計上している。

(3) リース取引の処理方法

・ファイナンス・リース取引

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

(4) 消費税等の会計処理

消費税込額で表示している。

３．会計方針の変更

該当なし。

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の明細、増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産

特定資産

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産

特定資産

0 3,000,000

0 2,000,000

0

5,652,476 0

2,652,476

0

合　　　計 5,652,476 0

02,652,476小　　　計

財務諸表に対する注記

科　　　　目 当期末残高

0 0 5,652,476

0 0 652,476

0 0 2,652,476

定期預金 3,000,000 0

科　　　　目 前期末残高

652,476

2,652,476

5,652,476

小　　　計 3,000,000

当期増加額 当期減少額 当期末残高

0 3,000,000 0

（うち負債に
対応する額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

0 0 3,000,000

小　　　計 3,000,000 0 3,000,000 0

定期預金 3,000,000

（うち指定正味財
産からの充当額）

社会貢献活動引当資産 2,000,000 0

合　　　計

支部活動引当資産

小　　　計

支部活動引当資産 652,476 0 652,476 0

社会貢献活動引当資産 2,000,000 0 2,000,000



６．担保に供している資産

該当なし。

７．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

その他固定資産

什器備品

８．保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務

該当なし。

９．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし。

１０．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

補助金

全法連補助金

県連補助金

助成金

全法連助成金

 

１１．関連当事者との取引の内容

該当なし。

１２．重要な後発事象

該当なし。

全国法人会総連合 0 0 0 0

なし

合　　　　　　　計 0 5,430,700 5,430,700 0

全国法人会総連合 0 4,730,700 4,730,700 0

0

長崎県法人会連合会 0 700,000 700,000 0

当期末残高

なし

なし

1,019,200 1,011,005 8,195

合　　　計 1,019,200 1,011,005 8,195

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額
貸借対照表

上の記載区分

科　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高



１．基本財産及び特定資産の明細

財務諸表の注記に記載をしているので、省略した。

２．引当金の明細

（単位：円）

附　属　明　細　書

その他目的使用

0

期末残高
当期減少額

0退職給付引当金 0

科　目 期首残高 当期増加額

0 0



公益社団法人平戸法人会

使用目的等

（流動資産）

現金 手許保管 運転資金として 14,848

預金 普通預金 　〃 3,911,497

十八親和銀行平戸支店 2,535,391

十八親和銀行平戸中央支店 1,078,865

ゆうちょ銀行 297,241

定期預金 1,000,000

十八親和銀行平戸中央支店 1,000,000

＜現金預金計＞ 4,926,345

未収会費 会費 108,000

前払金 全国法人会総連合 全国女性フォーラム登録料等 96,110

5,130,455

（固定資産）

基本財産 定期預金

十八親和銀行平戸支店 公益目的保有財産であり、運用益を公益目 3,000,000

的事業の共用財源として使用している。

＜基本財産計＞ 3,000,000

特定資産 定期預金

十八親和銀行平戸支店 公益目的保有財産であり、運用益を公益目 2,000,000

的事業の共用財源として使用している。

定期預金

十八親和銀行平戸支店 公益目的保有財産であり、運用益を公益目 652,476

的事業の共用財源として使用している。

＜特定財産計＞ 2,652,476

その他固定資産 広告塔 （共用財産） 8,194

公益目的保有財産であり事業・管理供用財産

（共用財産） 1

公益目的保有財産であり事業・管理供用財産

＜その他固定資産計＞ 8,195

5,660,671

10,791,126

（流動負債）

前受金 会費 24,000

職員に対するもの 源泉所得税 14,700

平戸税務署他 法人税、住民税及び事業税 90,000

128,700

0

128,700

10,662,426正味財産

流動資産合計

固定資産合計

資産合計

流動負債合計

固定負債合計

負債合計

社会貢献活動引当資産

預り金

支部活動引当資産

現金預金

未払法人税等

什器備品

預金

財　産　目　録

令和8年3月31日現在

(単位：円)　

貸借対照表科目 場所・物量等 金額

パソコン・液晶ディスプレイ



  

監 査 報 告 書  

公益社団法人平戸法人会 

会長 森  幸 雄 殿 

 

令和 8年 5月 1日 

公益社団法人平戸法人会 

 

監事 首 藤 毅 彦 

 

監事 西 尾 公 成 

 

私ども監事は、令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月 31 日までの事業年度の理事の職務の

執行、計算書類及び事業報告並びにこれらの付属明細書を監査し、一般社団法人及び一般

財団法人に関する法律第 99 条及び同法第 124 条に基づき、その方法及び結果について、下

記の通り報告いたします。 

1. 監査の方法及びその内容 

 私どもは、理事会並びに各理事及び事務局と意思疎通を図り、情報の収集及び監査

の環境の整備に努めるともに、理事会その他の重要な会議に出席し、理事及び事務局

職員からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な

決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしました。 

 以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその付属明細書について検

討致しました。 

さらに、会計帳簿及びこれに関する資料の調査並びに現金、預金通帳等の実地調査

を行い、当該事業年度に係る計算書類及びその付属明細書並びに財産目録について、

その適正性について検討致しました。 

２．監査意見 

  （1）事業報告等の監査結果 

   ア、事業報告及びその付属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示

しているものと認めます。 

   イ、理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な

事実は認められません。 

  （2）計算書類等の監査結果 

    計算書類及びその付属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をす

べての重要な点において適正に示しているものと認めます。 



                           

令和 7 年度事業報告書  

 
自 令和 7 年 4 月   1 日 
至 令和 8 年 3 月 31 日 

Ⅰ．概況 
  
法人会では、平戸くんちつんのーで祭り会場にて「税金クイズと税のパネル展」を

開催し、多数の来場者をお迎えすることができましたことは無上の喜びでした。会場

準備から接待にご奉仕頂きました平戸税務署担当官、役員、青年・女性部会の皆様に

厚く御礼申し上げます。 
また、小学校のご協力により「租税教室」を 10 校開催いたしました。児童の皆様は

活発な発言をされ、講師の皆様も説明に創意工夫され教室が一体となり楽しい時間を

共有しました。令和９年には青年の集い徳島大会にて租税教室事例発表が決定し、試

行錯誤の中での撮影に取り組みました。「絵葉書コンクール」も、優秀な作品の応募が

あり大変有難く選定に悩まされました。作品は平戸税務署に掲示させていただいてお

ります。 
これらの事業を通して法人会の目的である納税知識の普及に大きく貢献しました。 
もう一つの公益事業の柱である地域社会貢献活動では、例年通り各支部独自の企画

により公共施設等を中心に清掃活動を行い、花苗を寄贈しました。 
 組織の充実・強化の会員増強につきましては、厳しい経済状況の中加入勧奨も難し

い中 11 社の入会があり、ご尽力いただきました役員の皆様には大変有難くお礼申し上

げます。今後とも加入勧奨に会員の皆様方のご支援、ご協力を賜わりますようお願い

申し上げる次第です。また、個人の方も賛助会員となられますので、当会の趣旨にご

賛同される方の入会を推進してまいります。 
 研修活動では、記念講演会を開催し、平戸税務署のご協力により決算期別法人説明

会、年調説明会、支部にては電子帳簿保存法等について研修会を開催する事ができま

した。平戸税務署長様をはじめ担当係官様にはご多忙の中にも講師を務めていただき

お礼申し上げます。 
 福利厚生事業につきましては、委託企業 3 社にて会員企業の福利厚生の充実に努め

ました。今後とも推進担当者をご活用頂きますようお願い申し上げます。 
 
Ⅱ．主な事業報告 
 

1．税知識の普及を目的とする事業 
 
（1） 法人税決算期別説明会 

法人会が主催し、平戸税務署管内の全法人を対象とし、税制改正事項や決算手

続を行うに当たっての留意点等を説明し、適正な法人税等の申告が行われること

を目的として実施した。講師は平戸税務署田古里上席調査官並びに宮原上席調査



                           
官が努め、「会社の申告と決算の実務」「税制改正のあらまし」を配付した。 
全法連 HP からのオンライン視聴についても案内した。 

（2） 年末調整説明会並びに定額減税制度について 
    管内の全法人並びに個人を対象に、年末調整度について説明会を開催した。

講師には平戸税務署の担当官を迎え、「わかりやすい年末調整実務のポイント」

「源泉所得税実務のポイント」を配付し、実施した。全法連 HP からのオンラ

イン視聴についても案内した。 
（3） 支部税務研修会 
    平戸税務署管内の経営者を対象に、佐々支部では平戸税務署宮原上席調査官

が、「年末調整の電子化」「キャッシュレス納付」について、松浦支部では中倉

誠二氏を迎え「社員の離職防止に役立つ働き方改革」をテーマに研修会を開催

した。  
（4） 租税教室 
    租税の果たしている役割を児童の頃から教え、正しい知識のもとに納税者と

しての成長を期待する為、平戸税務署管内小学校 10 小学校 13 クラスの 6 年生

児童を対象に税の大切さを感じてもらうことを目的として租税教室を実施した。 
    青年部会による令和９年度租税教室事例発表に向けて DVD の作成準備を実施

した 
２．納税意識の高揚を目的とする事業 
（1） 税に関する絵はがきコンクール 
    「税を考える週間」行事の一環として、国税庁の後援を受け、平戸税務署管

内の小学６年生を対象に税をテーマに絵はがきの応募を行い審査・表彰を実施

した。 
（2） ホームページ・広報紙による税関連情報の発信 
    ホームページでは、各種研修会、講習会、講演会、セミナー等の開催要項を

掲載するとともにリンク集を利用して適宜必要な税に関する情報を提供した。 
    全法連広報紙「ほうじん」年４回、当会広報紙「法人会だより」年１回、「法

人会ニュース」年 5 回、会員へ配布した他、公共機関等において広く配布した。 
    税制、経営、政治、健康、文化教養等多岐にわたる内容で、インターネッ

ト・オンデマンデサービスを配信し、いつでも、どこでも、だれでもが研修で

きる環境を提供した。 
 
３．税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業 
（1） 税制改正要望運動 

    全法連、県連と連携して税制改正要望を取りまとめ、国会、地方自治体、地

方議会に提言を行った。 
（2） 全国大会 

    全国の経営者が高知に集い、税制、財政及び地域社会の健全な発展等法人会

の目的を達成するための情報交換、意見交換並びに議論を行った。   



                           
（3） 全国青年の集い 
    全国の青年経営者が山梨に集い、税制、財政及び地域社会の健全な発展等法

人会の目的を達成するための情報交換、意見交換並びに議論を行った。     
（4） 女性フォーラム 

全国の女性経営者が北海道札幌市に集い、税制、財政及び地域社会の健全な発

展等法人会の目的を達成するための情報交換、意見交換並びに議論を行った。 
 

４． 地域社会への貢献を目的とする事業 
（1） 支部社会貢献活動 
    地域とともに歩み、地域に密着した社会貢献活動を実施することを目的とし

て、6 支部において、清掃活動、花苗の寄贈を実施した。 
 
５．会員の企業保全に資する事業及び関連団体からの事務受託 
（1） 関連する他団体からの事務受託を行った。 

 
６．会員の福利厚生等に資する事業及び会員の交流に資するための事業 
（1） 経営者大型保障制度の普及推進を図った 

 ①企業保障定期点検活動 
 ②紹介運動「ビッグハートネットワーク」 
 ③法人会 Jスマイル運動 

（2） ビジネスガードの普及推進を図った。 
（3） がん保険制度の普及推進を図った。 
（4） 各種会合に付随する懇談会を実施した。 
（5） 青年部会によるソフトバレーボール大会を実施した。 
（6） 女性部会による研修を実施した。 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 



                           

付  属  明  細  書 
事 業 実 施 状 況 

令和 7 年 4月 1日から令和 8 年 3月 31日まで   
Ⅰ 組織関係 
１．会員の増減 
支部 R7 3/31 入会 退会 増減 R8 3/31 対象法人数 加入率 

平 戸 120 0 2 -2 118 253 47.4％ 
松 浦 91 4 1 3 94 252 36.1％ 
佐 々 59 3 1 2 61 170 34.7％ 
田 平 42 4 0 4 46 93 45.1％ 
生 月 30 0 1 0 29 44 68.2％ 
福 島 10 0 0 0 10 24 41.6％ 
鷹 島 22 0 0 0 22 29 75.9％ 
合計 374 11 5 6 380 865 43.2％ 

         退会理由 廃業・休業 3 社  会社都合 2 社 
２．期末会員数の推移 

   対象法人数    会員数    加入率 
平成 2 年３月３１日 ９７２社 ６８５社 ７０.５％ 
平成 3 年３月３１日 １,００９社 ７４２社 ７３.５％ 
平成 4 年３月３１日 １,０９０社 ７６４社 ７０.１％ 
平成 5 年３月３１日 １,１３３社 ７８７社 ６９.５％ 
平成 6 年３月３１日 １,１５８社 ８１５社 ７０.４％ 
平成 7 年３月３１日 １,２０２社 ８２７社 ６８.８％ 
平成 8 年３月３１日 １,１８２社 ８３０社 ７０.２％ 
平成 9 年３月３１日 １,１８２社 ８４０社 ７１.１％ 
平成 10 年 3 月 31 日 １,１９８社 ８７６社 ７３.１％ 
平成 11 年３月 31 日 １,２３２社 ８６２社 ７０.０％ 
平成 12 年３月 31 日 １,２３８社 ８６８社 ６９.２％ 
平成 13 年３月 31 日 １,２５３社 ８６８社 ６９.３％ 
平成 14 年３月 31 日 １,２６３社 ８４６社 ６７.０％ 
平成 15 年３月 31 日 
平成 16 年３月 31 日 

１,２７５社 
１,２９６社 

８３７社 
８２３社 

６５.６％ 
６３.５％ 

平成 17 年３月 31 日  １,２９７社 ８０８社 ６２.３％ 
平成 18 年３月 31 日 １,１８８社 ７１６社 ６０.３％ 
平成 19 年３月 31 日 １,１１６社 ６０８社 ５４.５％ 
平成 20 年３月 31 日 １,１０５社 ５８７社 ５３.１％ 
平成 21 年３月 31 日 １,１００社 ５４９社 ４９.９％ 
平成 22 年 3 月 31 日 １,０２０社 ５２５社 ５１.５％ 
平成 23 年 3 月 31 日 ８８４社 ４５４社 ５１.４％ 
平成 24 年 3 月 31 日 
平成 25 年 3 月 31 日 

 ８６１社 
８６６社 

４５９社 
４５０社 

５３.３％ 
５２,０％ 

平成 26 年 3 月 31 日 ８５６社 ４３８社 ５１.２％ 
平成 27 年 3 月 31 日 ８５7 社 ４３0 社 ５０.２％ 
平成 28 年 3 月 31 日 ８８５社 ４４５社 ５０.３％ 
平成 29 年 3 月 31 日 ８８５社 ４３８社 ４９.５％ 
平成 30 年 3 月 31 日 ８９８社 ４３０社 ４７.９％ 
平成 31 年 3 月 31 日 ８９９社 ４１６社 ４６.３％ 
令和 ２年 3 月 31 日 ８３２社 ４０９社 ４９.⒉％ 
令和３年３月 31 日 ８３５社 ４０２社 ４８.１％ 
令和４年３月 31 日 ８４５社 ３８６社 ４５.７％ 
令和 5 年３月 31 日 ８５９社 ３７７社 ４３.９％ 



                           
３．会員増強 
（1）会議の開催状況 
開催月日 参加人員 会議等の名称 主要議題等 
R7． 5．13  19名 第 38回理事会 会員の加入勧奨・役員１社運動 
R7． 9．17   31名 第 39回理事会 会員の加入勧奨実績・今後の取組 
R8    3．16  18名 第 40回理事会 会員の加入勧奨実績・今後の取組 

※ 支部においても随時支部役員会にて協議した。 
 

（1） 青年・女性部会会員数 
     項目 
 
部会 

 
7 年 3月 31日 

 
加入数 

 
退会数 

 
令和 8 年 3月 31日現在 

青年部会   ３５名 1 1     ３５名 
女性部会   １８名 1 4    ２２名 
 
Ⅱ．研修関係 
（1） 研修会の開催 
イ 税務研修会 

 
年調説明会 
 
 
決算法人説明会 

 
R7．11．12 
 
 
R7．5．15 
 
R7．9．18 
 
R8．1．22 

 
平戸文化センター中ホール 
平戸税務署 上席国税調査官 宮 原 慎 也 氏  

 
平戸文化センターC 会議室 
平戸税務署 上席国税調査官 宮 原 慎 也 氏  

 

 
 ロ 支部・部会等研修会（公開セミナー） 

松浦支部 

 

 

佐々支部 

R7．11．11 

 

 

R7．12．9 

松浦シティホテル 
中倉ビジネスコンサルティング 

代表 中 倉 誠 二 氏 
「事業承継について」 

 
佐々町商工会館 

 平戸税務署  宮原上席国税調査官 

 「年末調整の電子化・キャッシュレス納付について」 

 
（2） その他の研修活動 

役員研修会 
 
 
 



                           
Ⅲ．税制関係 
（1） 税制改正要望 
令和 8 年税制改正要望事項のとりまとめ 
陳情要望実施活動   衆議院議員   金 子 容 三 氏 
           平戸市長    松 尾 有 嗣 氏 
           松浦市長    友 田 吉 泰 氏 
           平戸市議会議長 近 藤 芳 人 氏 
（2） その他の税制活動 
税制改正のあらましの配布 
 
Ⅳ．社会貢献活動 
ⅰ税の啓発活動 
① 税の絵ハガキコンクール 
主  催  公益社団法人平戸法人会女性部会 
後  援  国税庁 

応募小学校   平戸市立田助小学校 平戸市立田平北小学校 平戸市立生月小学校 
平戸市立中野小学校 平戸市立津吉小学校  佐々町立佐々小学校   

表  彰  平戸税務署署長賞  平戸法人会会長賞  女性部会部会長賞 
優秀賞 5名  入賞 11名 図書カードと参加賞贈呈 
 

②租税教室 
主  催  公益社団法人平戸法人会公益事業推進委員会 
後  援  平戸市並びに松浦市租税教育推進協議会・平戸税務署 

令和 7 年度租税教室担当小学校      

担当 小学校名 講師 児童数 開催日 

松浦支部 松浦市立星鹿小学校 日高 雅之 13 名 令和 7 年 10 月 29 日(水) 

福島支部 松浦市立福島養源小学校 香川 政信 23 名 令和 7 年 7 月 4 日（金） 

青年部会 松浦市立上志佐小学校 長谷  学 9 名 令和 7 年 6 月 27 日(金) 

青年部会 佐々町立佐々小学校 末岡 誠二 69 名 令和 7 年 7 月 7 日(月) 

青年部会 平戸市立田平北小学校 坂野 雄紀 45 名 令和 7 年 7 月 14 日(月) 

青年部会 松浦市立志佐小学校 日高 雅之 62 名 令和 7 年 9 月 5 日(金) 

青年部会 平戸市立田平南小学校 町田 慈之 11 名 令和 7 年 9 月 22 日(月) 

青年部会 平戸市立津吉小学校 大村 謙吾 20 名 令和 8 年 2 月 25 日(水) 

女性部会 平戸市立田平東小学校 松永 まさ子 9 名 令和 7 年 6 月 20 日(金) 

女性部会 平戸市立田助小学校 大石 都子 17 名 令和 7 年 6 月 23 日(月) 

 



                           
③ 税金クイズと税のパネル展 

と き 令和 7 年 10月 25日（土）26日（日） 
ところ 平戸くんち城下つんのーで祭り イベント会場 
来場者 1,000名 
手伝参加  平戸税務署 2名 親会役員 5名 青年・女性部会 17名 他 

 
ボランティア・寄贈活動       
支 部 実 施 日 事 業 内 容      参加者 共催団体 
松 浦 10 月 8 日 松浦市民運動公園 草刈りゴミ拾い 44 松浦商工会議所 
佐 々 12 月 9 日 皿山公園の清掃 草刈り ゴミ拾い 19 佐々町商工会 女性部 
田 平 10 月 23 日 一六海岸周辺一帯の清掃 27 平戸市商工会女性部 
生 月 
    

11 月 19 日 海の広場周辺 周辺一帯の清掃 
 

32 平戸市生月建設業協会 
平戸市商工会女性部 

福 島 10 月 29 日 
11 月 20 日  

仏崎荷揚場付近一帯清掃 
花いっぱい運動 各団体へ花苗寄贈 

25 松浦市福鷹商工会 
 

鷹 島 10 月 24 日 鷹島大橋幹線道路清掃並びに花植え 30 松浦市福鷹商工会 
まつうら観光物産協会 

 
Ⅴ．広報関係 
（1） 広報誌の発行 

法人会だより  令和 8 年 3月  900 部発行 
   法人会ニュース 4月、6月、7月、10月、12月発行 
   ほうじんの配布 春 夏 秋 新年号 年 4回   全会員 
（2） ホームページによる情報発信 
 
諸資料の配布 

資料名 配付月 配付先 
ほうじん（全法連機関紙） 
法人会だより 
法人会ニュース 
税制改正のあらまし（速報版） 
税制改正のあらまし 
会社の決算・申告の実務 
会社取引をめぐる税務 Q＆A 
わかりやすい年末調整のポイント 
所得税実務のポイント 
役員のための確定申告実務ポイント 
会社のデジタル化とセキュリテイ 
AI を味方にするあなたの仕事と会社業務 

年 4回 
年 1回 
年 5回 
６月 
７月 
７月 
10月 
10月 
12月 
2月 
5月 
5月 

全会員 
全会員 
全会員 
全会員 
全会員 
全会員 
全会員 
全会員・研修参加者 
全会員・研修参加者 
全会員 
研修参加者 
研修参加者 

 
 



                           
Ⅵ．厚生関係 

福利厚生制度 
単位会名 大型保障制度加入社 加入率 役員加入者 加入率 
長  崎 930 26.7％ 33 68.7％ 

諫早大村 222 23.0％ 22 66.6％ 

佐 世 保 377 23.6％ 35 74.4％ 

島  原 244 40.8％ 20 80.0％ 

平  戸 89 23.7％ 12 75.0％ 

五  島 71 23.1％ 13 59.0% 

壱  岐 97 29.4％ 13 86.6％ 

対  馬 37 16.7％ 14 87.5％ 

 
Ⅶ．青年部会関係 
 
  福岡局連青連協合同研修会 
  日 時：令和 7 年 4月 15日 
  研修先：佐賀市 ホテルマリターレ創世 
 
  全国青年の集い山梨大会 
  日時：令和 7 年 11月 20日・21日 
  会場：YCC県民ホール アイメッセ山梨 他 
 
  青年部会親善ソフトバレーボール試合 
  日時：令和 7 年 11月 26日 
  会場：平戸市立中野小学校体育館 
 
    
Ⅷ．女性部会関係     
 

全国女性フォーラム北海道大会 
  日時：令和 7 年 9月 18日 
  会場：札幌パークホテル 
 
  女性部会研修会 
  日 時：令和 8 年 2月 3日 
  会 場：ホテル彩陽 WAKIGAWA 
 
 



                           
Ⅸ．諸議会関係 
（1） 通常総会 
開催日  令和 7 年 6 月 3 日 
会 場  平戸文化センター中ホール 
 
（2） 理事会・委員会 
イ 理事会 

第 38 回理事会 
第 39 回理事会 
第 40 理事会 

R7．5．13 
R7. ９．17 
R8．3．16 

松浦シティホテル 
平戸海上ホテル 
平戸文化センター 

総会について 
事業活動内容について 
事業計画・予算審議 

出席 19 名 
出席 31 名 
出席 18 名 

ロ 委員会 

福利厚生事業委員会 R7．11．14 松浦シティホテル 福利厚生制度について 出席 22 名 
 
（3）出席した会議等 
九北連青連協役員会・租税教室研修 
長崎県連第１回理事会 
長崎県法人会連合会定時総会 
県連青連協 定時連絡協議会 
県連女連協 定時連絡協議会 
長崎県連第 1 回広報委員会 
長崎県連第 1 回厚生委員会 
長崎県連第 1 回総務委員会 
長崎県連第１回組織委員会 
第 13 回九北連会員総会 他. 
全国女性フォーラム北海道大会 
第１回県内事務局長会議 
長崎県連第１回事業研修委員会 
長崎県連第１回健康経営委員会 
法人会全国大会（高知大会） 
全国青年の集い山梨大会 
女性フォーラム長崎大会実行委員会 
新年賀詞交歓会 
局連単位組織厚生合同委員会 
女性フォーラム長崎大会正副長会議 
長崎県連第 2 回広報委員会 
長崎県連第 2 回厚生委員会 
長崎県連第 2 回組織委員会 
長崎県連第 2 回総務委員会 
長崎県連第 2 回理事会 

R7．4．15 
R7．6．11 
R7．6．11 
R7．6．26 
R7 7．2 
R7．7．29 
R7．8．5 
R7．8．20 
R7．8．21 
R7．8．29 
R7．9．18 
R7．9．25 
R7．9．30 
R7．10．2 
R7．10．16 
R7．11.20-21 
R7．11．26 
R8．1．7 
R8．1．15 
R8．1．30 
R8．2．24 
R8．3．3 
R8．3．11 
R8．3．12 
R8．3．24  

ホテルマリターレ創世佐賀 
ホテルニュー長崎 
ホテルニュー長崎 
ホテルニュー長崎 
ホテルニュー長崎 
事務局 
ホテルニュー長崎 
ホテルニュー長崎 
長崎市 坂本屋 
西鉄グランドホテル 
札幌パークホテル 
ホテルニュー長崎 
坂本屋 
坂本屋 
高知県立県民文化ホール 
アイメッセ山梨 
ホテルニュー長崎 
平戸文化センター大ホール 
佐賀ホテルニューオオタニ 
法人会事務局 
佐世保市 
ホテルニュー長崎 
スタジアムシティホテル 
長崎市 坂本屋 
サンプリエール 

出席 2 名 
出席 2 名 
出席 6 名 
出席 3 名 
出席 2 名 
出席 1 名 
出席 1 名 
出席 1 名 
出席 1 名 
出席 5 名 
出席 3 名 
出席 1 名 
出席 1 名 
出席 1 名 
出席 2 名 
出席 3 名 
出席 1 名 
出席 1 名 
出席 1 名 
出席 2 名 
出席 1 名 
出席 1 名 
出席 1 名 
出席 1 名 
出席 2 名 
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令和 8年度事業計画書（案） 
（令和 8年４月１日より令和 9年 3月 31日まで） 

Ⅰ．事業活動の基本方針 
 
本会は、税知識の普及、納税意識の高揚に努め、税制・税務に関する提言を行い、も

って適正・公平な申告納税制度の維持・発展と税務行政の円滑な執行に寄与するととも

に、地域企業と地域社会の健全な発展に貢献することを目的として活動する。 
 
（1） 公益事業の拡大・充実 

公益社団法人として不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与するため、社会貢 
献活動をはじめ、租税教育、税の啓発活動等、地域社会への貢献活動を積極的に

展開する 
 
（2） 組織・財政基盤の強化 

公益法人として活動を行う上で組織・財政基盤の充実は最重要課題であるが、

世界的な経済の悪化は会員数、制度収入とも減少傾向が続き危機的状況にある。

改めて会員数の維持、賛助会員（個人）の拡大、福利厚生制度の拡充に取り組み 
   組織の再構築を図る。 
 （3）e-tax, eltax の更なる推進を図る。 
 
Ⅱ．主な事業計画 
 
1．税知識の普及を目的とする事業 
（1）法人税決算期別説明会 

平戸税務署管内の全法人を対象とし、税制改正事項や決算手続を行うに当たっ

ての留意点等を説明し、適正な法人税等の申告が行われることを目的として年 3
回開催する。講師は平戸税務署担当調査官に依頼する。 
全法連の YouTube 動画による視聴も推進する。 

（2）新設法人説明会 
    全法連の YouTube 動画による視聴を推進する。 
（3）年末調整説明会 
    平戸税務署管内の全法人を対象とし、年末調整に関する説明会を開催する。 
   全法連の YouTube 動画による視聴も推進する。 
（4）支部・青年部会・女性部会税務研修会 
    全法人を対象に、身近な税についての最近の話題等を研修テーマに取り上げ、

税に関する理解と知識を深めるとともに、正しい税知識を身につけることを目的

として開催する。 
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（5）租税教室 
    租税の果たしている役割を児童の頃から教え、正しい知識のもとに納税者とし

ての成長を期待する為、平戸税務署管内小学校より 10小学校の 6 年生児童を対 
象に税の大切さを感じてもらうことを目的として租税教室を開催する。 
 令和９年度青年の集い徳島大会にて租税教育事例発表を当青年部会がするに

あたり 本年度は考案した租税教室のビデオ撮影 事例発表の DVD の作成に注

力する 
（6）税の啓発用冊子等の配布 
    平戸税務署管内全法人を対象に、税知識の普及推進を図ることを目的として、

各研修会参加者並びに会員に配布する。 
 
２．納税意識の高揚を目的とする事業 
（1） 税に関する絵はがきコンクール 
    「税を考える週間」行事の一環として、国税庁の後援を受け、平戸税務署管内

の小学６年生を対象に税をテーマに絵はがきの応募を行い審査・表彰を実施する。 
（2）税のパネル展と税金ｸｲｽﾞコーナー 
    イベント会場にて平戸税務署の後援を受け、税についての理解と意識啓発を促

すことを目的として税のパネル展と税金ｸｲｽﾞコーナーを開催する。 
（3）ホームページ・広報紙による税関連情報の発信 
    ホームページでは、各種研修会、講習会、講演会、セミナー等の開催要項を掲

載するとともにリンク集を利用して適宜必要な税に関する情報を提供する。 
    全法連広報紙「ほうじん」年４回、当会広報紙「法人会だより」年１回、「法

人会ニュース」年 5 回、会員へ配布するとともに、公共機関等において広く配布

する。 
 
３．税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業 
（1） 税制改正要望運動 
    全法連、県連と連携して税制改正要望を取りまとめ、国会、地方自治体、地方

議会に提言する。 
（2）全国大会 
    全国の経営者が茨木に集い、税制、財政及び地域社会の健全な発展等法人会の

目的を達成するための情報交換、意見交換並びに議論を行う。創意工夫に富んだ

事例発表から、ノウハウや解決すべき問題点を学び、今後の法人会活動に生かす

目的で開催する。 
（3）全国青年の集い 
    全国の青年経営者が島根に集い、税制、財政及び地域社会の健全な発展等法人

会の目的を達成するための情報交換、意見交換並びに議論を行う。創意工夫に富

んだ事例発表から、ノウハウや解決すべき問題点を学び、今後の青年部会活動に

生かす目的で開催する。 
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（4）女性フォーラム 
全国の女性経営者が埼玉に集い、税制、財政及び地域社会の健全な発展等法人

会の目的を達成するための情報交換、意見交換並びに議論を行う。創意工夫に富

んだ事例発表から、ノウハウや解決すべき問題点を学び、今後の女性部会活動に

生かす目的で開催する。 
また令和９年度長崎大会に向けて PR 活動を実施する 
 

４．地域企業の健全な発展に資する事業 
（1） 経営関連の公開セミナー等の開催 
    平戸税務署管内の経営者を対象に、経営について、地域企業の健全な発展を目

的としてセミナーを開催する。 
 
５．地域社会への貢献を目的とする事業 
（1）総会記念公開講演会 
    平戸税務署管内の地元住民を対象に、一般教養をテーマに、定時総会終了後開

催する。 
（2）文化セミナー等の開催 
    女性部会及び各支部において地元住民を対象に、文化・教養・健康等の身近な

情報をテーマに取り上げ、教養の習得健康の維持向上を目的として開催する。 
（3）支部社会貢献活動 
    地域とともに歩み、地域に密着した社会貢献活動を実施することを目的として、

７支部において、清掃活動、花苗寄贈を実施する。 
 

共益事業 

1．会員の企業保全に資する事業及び関連団体からの事務受託 
（1） インターネットセミナーを開設し、会員に最新の情報を発信する。 
（2） 関連する他団体からの事務受託を行う。 

 
２．会員の福利厚生等に資する事業 
 

法人会には保険協力会社３社と連携し、会員の皆さまを守る法人会福利厚生制度が

あります。 
  保険協力会社より全法連に支払われる事務手数料収入が、全法連・県連・全国各単

位法人会の活動を支え、「財政基盤の確立」が図られてきました。 
    
（1）【経営者大型総合保障制度】 

収入保険料の拡大と加入企業数の増大を図るため、「紹介運動」「Ｊタイプの推

進」「加入企業向けサービスのご案内活動」を展開する。 
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(イ) 紹介運動の推進 
・会員拡大を通じた紹介運動 

   会員増強推進役と協働し、会員拡大と大型総合保障制度の紹介運動を推進する。 
・役員による１人１社紹介運動 

   役員から１人１社の紹介をいただく。 
  ・青年部会、女性部会との連携 
   活発な部会活動のため、部会ごとの各種表彰施策該当に向けて制度推進に協力し 

ていく 
 

（ロ）J タイプの推進 
 大同生命死亡保険金支払のうち、約 50％が、がん・心疾患・脳血管疾患による支払。これ

ら重大疾病による長期離職による売上減少のリスクから企業を守る。 
 ・J タイプの推進 
  重大疾病（がん・急性心筋梗塞・脳血管疾患）を保障する J タイプの加入を推進する。 

より保険料の安い『ステージ限定型 J タイプ』も制度導入されており、経営者だけでなく 
従業員プランとしても使いやすい制度として、会員企業への普及推進を図る。 

 
（ハ）加入企業向けサービスのご案内 

会員企業様が無料でご利用いただける「ケンコウサポートプログラム」のご案内を行う。 
現在注目を集めている「健康経営」を無理なく実践できるプログラムとなっており、「健康

経営優良法人認定」にも取り組んでいただける内容であるため、積極的な利用推進により、

会員企業の健康経営促進、福利厚生の充実を図る。 
 
（2）ビジネスガードの普及推進を図る。 
 新たに導入されたサービス、アクティブコール・スーパードライブカードを広めることで

ＢＧ－ＡＵＴＯ（法人会の自動車保険）を推進する。 
 
（3）がん保険制度、医療保険制度、給与サポート保険の普及拡大に努める。 
 
3．会員の交流に資するための事業 
（1） 各種会合に付随する懇談会を開催する。 
（2）青年部会親睦事業 

ⅰ親睦ソフトボール並びにｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会を開催する。 
ⅱ会社見学及び視察研修旅行を開催する。 

（3）女性部会による会社見学及び視察研修旅行を開催する。 
 



当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

受取会費 4,494,000 4,368,000 126,000

正会員受取会費 4,440,000 4,320,000 120,000

賛助会員受取会費 54,000 48,000 6,000

事業収益 660,000 660,000 0

業務受託事業収益 660,000 660,000 0

受取補助金等 5,903,600 5,430,700 472,900

受取全法連助成金 4,828,600 4,730,700 97,900

受取県連補助金 1,075,000 700,000 375,000

受取負担金 120,000 120,000 0

青年部・女性部会費 120,000 120,000 0

雑収益 700,000 700,000 0

雑収益 700,000 700,000 0

経常収益計 11,877,600 11,278,700 598,900

（２）経常費用

事業費 10,781,892 10,466,892 315,000

役員報酬 2,742,000 2,742,000 0

臨時雇賃金 60,000 60,000 0

福利厚生費 457,000 457,000 0

旅費交通費 2,154,200 1,814,200 340,000

通信運搬費 654,200 654,200 0

減価償却費 9,140 9,140 0

消耗什器備品費 54,840 54,840 0

消耗品費 431,400 431,400 0

印刷製本費 333,700 333,700 0

賃借料 603,240 603,240 0

リース料 575,820 575,820 0

会場費 150,000 150,000 0

諸謝金 410,000 410,000 0

会議費 700,000 700,000 0

委託費 685,000 785,000 △ 100,000

事務委託費 193,768 193,768 0

支払負担金 215,000 140,000 75,000

支払寄付金 120,000 120,000 0

広告宣伝費 5,484 5,484 0

新聞図書費 45,700 45,700 0

表彰費 30,000 30,000 0

雑費 151,400 151,400 0

管理費 1,364,108 1,364,108 0

役員報酬 258,000 258,000 0

福利厚生費 43,000 43,000 0

予算書（正味財産増減計算書ベース）

令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

公益社団法人平戸法人会 （単位：円）

科　　　　　目



当年度 前年度 増　減

予算書（正味財産増減計算書ベース）

令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

公益社団法人平戸法人会 （単位：円）

科　　　　　目

旅費交通費 25,800 25,800 0

通信運搬費 25,800 25,800 0

減価償却費 860 860 0

消耗什器備品費 5,160 5,160 0

消耗品費 8,600 8,600 0

印刷製本費 4,300 4,300 0

賃借料 56,760 56,760 0

リース料 54,180 54,180 0

会議費 180,000 180,000 0

委託費 340,000 340,000 0

事務委託費 18,232 18,232 0

渉外慶弔費 80,000 80,000 0

諸会費 100,000 100,000 0

広告宣伝費 516 516 0

新聞図書費 4,300 4,300 0

表彰費 50,000 50,000 0

支払手数料 100,000 100,000 0

雑費 8,600 8,600 0

経常費用計 12,146,000 11,831,000 315,000

△ 268,400 △ 552,300 283,900

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 268,400 △ 552,300 283,900

一般正味財産期首残高 10,822,460 10,806,344 16,116

一般正味財産期末残高 10,554,060 10,254,044 300,016

Ⅲ　正味財産期末残高 10,554,060 10,254,044 300,016

当期経常増減額



（単位：円）

税関連３事業 地域企業発展 地域社会貢献 共通 小計 収益事業 共益事業 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4,494,000 4,494,000

正会員受取会費 0 0 4,440,000 4,440,000

賛助会員受取会費 0 0 54,000 54,000

事業収益 0 0 0 0 0 660,000 0 0 660,000 0 660,000

業務受託事業収益 0 660,000 660,000 660,000

受取補助金等 0 0 0 5,503,600 5,503,600 0 0 0 0 400,000 5,903,600

受取全法連助成金 4,428,600 4,428,600 0 400,000 4,828,600

受取県連補助金 1,075,000 1,075,000 0 1,075,000

受取負担金 0 0 0 0 0 0 120,000 0 120,000 0 120,000

青年部・女性部会費 0 120,000 120,000 120,000

雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 700,000 700,000

雑収益 0 0 700,000 700,000

経常収益計 0 0 0 5,503,600 5,503,600 660,000 120,000 0 780,000 5,594,000 11,877,600

（２）経常費用

事業費 6,018,516 153,516 1,709,558 0 7,881,590 938,546 1,961,756 0 2,900,302 10,781,892

役員報酬 1,566,000 66,000 333,000 1,965,000 471,000 306,000 777,000 2,742,000

臨時雇賃金 60,000 0 0 60,000 0 0 0 60,000

福利厚生費 261,000 11,000 55,500 327,500 78,500 51,000 129,500 457,000

旅費交通費 1,316,600 6,600 443,300 1,766,500 47,100 340,600 387,700 2,154,200

通信運搬費 476,600 6,600 93,300 576,500 47,100 30,600 77,700 654,200

減価償却費 5,220 220 1,110 6,550 1,570 1,020 2,590 9,140

消耗什器備品費 31,320 1,320 6,660 39,300 9,420 6,120 15,540 54,840

消耗品費 262,200 2,200 86,100 350,500 15,700 65,200 80,900 431,400

印刷製本費 301,100 3,100 16,550 320,750 7,850 5,100 12,950 333,700

賃借料 344,520 14,520 73,260 432,300 103,620 67,320 170,940 603,240

リース料 328,860 13,860 69,930 412,650 98,910 64,260 163,170 575,820

会場費 70,000 20,000 40,000 130,000 0 20,000 20,000 150,000

諸謝金 110,000 0 300,000 410,000 0 0 0 410,000

会議費 0 0 0 0 0 700,000 700,000 700,000

委託費 530,000 0 0 530,000 0 155,000 155,000 685,000

事務委託費 110,664 4,664 23,532 138,860 33,284 21,624 54,908 193,768

支払負担金 103,000 0 0 103,000 0 112,000 112,000 215,000

支払寄付金 0 0 120,000 120,000 0 0 0 120,000

広告宣伝費 3,132 132 666 3,930 942 612 1,554 5,484

新聞図書費 26,100 1,100 5,550 32,750 7,850 5,100 12,950 45,700

表彰費 30,000 0 0 30,000 0 0 0 30,000

雑費 82,200 2,200 41,100 125,500 15,700 10,200 25,900 151,400

管理費 1,364,108 1,364,108

役員報酬 258,000 258,000

福利厚生費 43,000 43,000

予算書内訳表（正味財産増減計算書ベース）
令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

公益社団法人平戸法人会

科     目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 内部取引控除 合計



（単位：円）

税関連３事業 地域企業発展 地域社会貢献 共通 小計 収益事業 共益事業 共通 小計

予算書内訳表（正味財産増減計算書ベース）
令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

公益社団法人平戸法人会

科     目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 内部取引控除 合計

旅費交通費 25,800 25,800

通信運搬費 25,800 25,800

減価償却費 860 860

消耗什器備品費 5,160 5,160

消耗品費 8,600 8,600

印刷製本費 4,300 4,300

賃借料 56,760 56,760

リース料 54,180 54,180

会議費 180,000 180,000

委託費 340,000 340,000

事務委託費 18,232 18,232

渉外慶弔費 80,000 80,000

諸会費 100,000 100,000

広告宣伝費 516 516

新聞図書費 4,300 4,300

表彰費 50,000 50,000

支払手数料 100,000 100,000

雑費 8,600 8,600

経常費用計 6,018,516 153,516 1,709,558 0 7,881,590 938,546 1,961,756 0 2,900,302 1,364,108 12,146,000

当期経常増減額 △ 6,018,516 △ 153,516 △ 1,709,558 5,503,600 △ 2,377,990 △ 278,546 △ 1,841,756 0 △ 2,120,302 4,229,892 △ 268,400

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 6,018,516 △ 153,516 △ 1,709,558 5,503,600 △ 2,377,990 △ 278,546 △ 1,841,756 0 △ 2,120,302 4,229,892 △ 268,400

一般正味財産期首残高 △ 17,875,159 △ 17,875,159 △ 18,174,305 △ 18,174,305 46,871,924 10,822,460

一般正味財産期末残高 △ 6,018,516 △ 153,516 △ 1,709,558 △ 12,371,559 △ 20,253,149 △ 278,546 △ 1,841,756 △ 18,174,305 △ 20,294,607 51,101,816 10,554,060

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 6,018,516 △ 153,516 △ 1,709,558 △ 12,371,559 △ 20,253,149 △ 278,546 △ 1,841,756 △ 18,174,305 △ 20,294,607 51,101,816 10,554,060




